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暮らし 人

～町民運動会～
　４年ぶりに町民運動会が、９月24日に
開催されました。

1 1 月 号 ( N o v e m b e r )

三陸復興国立公園
みちのく潮風トレイル
日本ジオパーク認定 ９月定例会

　令和４年度決算　黒字継続中
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第 ４ 回
９月定例会

９ 月 定 例 会９ 月 定 例 会

諸収入など：使用料・手数料、分担金・負担金、諸収入など
その他の交付金など：地方消費税交付金、地方譲与税、法人事業税交付金等のその他の交付金

一般会計　歳入決算〈前年度比〉
※金額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

令和４年度決算を認定
　決算内容の詳細については、令和 5 年 10 月号の広報はしかみ
に掲載されましたので、前年度との比較を中心にした内容になり
ます。

依存財源：77.5％（国・県などから交付・割り当てられるお金）

自主財源：22.5％（町が自力で集められるお金）

3億285万8,365円の
黒字継続中
歳入 64億9,564万1,835円
歳出 61億9,160万2,470円
翌年度へ繰り越すべき財源
　　　　 118万1,000円

令和3年度　66億43百万円 令和4年度　64億96百万円

自主財源
R3：21.3%

↓
R4：22.5%

依存財源
R3：78.7%

↓
R4：77.5%

町税 11億42百万円 諸収入など　
1億69百万円

繰越金、繰入金
1億47百万円

地方交付税
25億88百万円

国庫支出金
11億82百万円

県支出金
5億62百万円

町債 2億61百万円

その他の　　
交付金など　
4億44百万円

その他の　　
交付金など　
4億44百万円

町税 11億35百万円

諸収入など　
1億74百万円

繰越金、繰入金
1億8百万円　

地方交付税
25億94百万円

国庫支出金
13億59百万円

県支出金
4億67百万円

町債 3億61百万円

その他の　　
交付金など　
4億46百万円

その他の　　
交付金など　
4億46百万円

　令和 5 年第 4 回定例会を 9 月 5 日開会し、9 月 8 日閉会しました。
　今回の議会では、認定 1 件、報告 2 件、条例の一部改正 1 件、補正予算 4 件、
その他 2 件　計 10 件が上程されました。審議の結果、いずれも認定、可決、同
意しました。一般質問は、3 人の議員が行いました。

〈増額となった主な理由〉
　県支出金が約95百万円増額：県の新型コロナウイルス感染症市町村総合対策事業や子育て世帯臨時特別
給付金事業の県分が皆増となったため
〈減額となった主な理由〉
　国庫支出金が約１億78百万円減額：国の子育て世帯への臨時特別給付金事業や住民税非課税世帯等に対
する臨時特別給付金事業の国庫分が減額となったため

※定例会・臨時会の議事録は階上町HPに掲載しております。
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９ 月 定 例 会

総務費
10億3百万円

総務費
11億38百万円

民生費
20億38百万円

民生費
18億27百万円

衛生費  4億79百万円 衛生費  5億18百万円

土木費  6億90百万円 土木費  6億26百万円

教育費  5億8百万円 教育費  6億7百万円

公債費  7億41百万円 公債費  6億76百万円

一般会計　目的別 歳出決算額〈前年度比〉

令和3年度　63億51百万円 令和4年度　61億92百万円

議会費　　　
86百万円

議会費　　　
86百万円

議会費　　　
86百万円

議会費　　　
86百万円

農林水産業費
2億69百万円
農林水産業費
2億69百万円

農林水産業費
2億19百万円
農林水産業費
2億19百万円

商工費　　　
51百万円

商工費　　　
51百万円

商工費　　　
2億6百万円

商工費　　　
2億6百万円

消防費　　　
1億14百万円
消防費　　　
1億14百万円 消防費　　　

38百万円
消防費　　　

38百万円

災害復旧費　
2百万円

災害復旧費　
2百万円

災害復旧費　
27,510円

災害復旧費　
27,510円

諸支出金　　
3億70百万円
諸支出金　　
3億70百万円

諸支出金　　
2億50百万円
諸支出金　　
2億50百万円

洋
式
化
さ
れ
た
道
仏
小
学
校
の

ト
イ
レ

〈増額となった主な理由〉
　総務費：小舟渡集会所移転新築工事等が約１億32百万円増額
　商工費：大蛇さわやかトイレ整備事業が約35百万円、はしかみ暮らし応援商品券交付事業が約１億34百
　　　　　万円増額
　教育費：学校トイレ洋式化事業が約88百万円増額
〈減額となった主な理由〉
　民生費：住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金が約１億19百万円、子育て世帯臨時特別給付金が
　　　　　約１億27百万円減額
　消防費：第３分団屯所移転新築事業分が約61百万円減額

令和４年度  主な事業

【その他】

【コロナ関係】
〇はしかみ暮らし応援
　商品券事業

134,430千円
　全町民を対象に、１人
当たり１万円の商品券を
配布

〇小舟渡集会所移転新築
　工事関係
　　　　　132,132千円

〇新型コロナワクチン
接種事業

99,880千円
　４回目及び５回目の
接種を実施

〇大蛇さわやか
　トイレ整備事業

34,806千円

〇学校トイレ洋式化事業
87,692千円

　赤保内小学校及び道仏
小学校の全ての和式トイ
レを、飛沫感染予防効果
のある蓋付き洋式トイレ
に改修

ホール
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監査委員による現地確認

９ 月 定 例 会

▽
一
般
・
特
別
会
計

４
年
度
一
般
会
計
・
各

特
別
会
計
の
予
算
の
執
行

お
よ
び
事
務
処
理
は
適
法

か
つ
適
正
な
決
算
で
あ
る

と
認
め
る
。

歳
入
面
で
は
、
自
主
財

源
の
根
幹
で
あ
る
町
税
は
、

た
ば
こ
税
の
税
率
改
正
等

に
よ
り
増
額
と
な
り
、
収

納
率
も
０
.
５
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納

等
の
収
納
施
策
の
効
果
が

見
ら
れ
る
。

歳
出
面
に
お
け
る
増
額

の
主
な
も
の
は
、
小
舟
渡

集
会
所
移
転
新
築
工
事
等
、

減
額
の
主
な
も
の
は
、
住

民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
等

で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
区
分
が
変
更
と

な
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
コ
ロ
ナ
禍
前
の
イ
ベ

ン
ト
等
の
開
催
な
ど
明
る

い
兆
し
が
見
え
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
兆
し
を
さ

ら
に
未
来
に
繋
げ
な
が
ら
、

現
在
の
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
の
問
題
を
解

決
し
て
い
く
た
め
、
、
町

民
・
議
会
・
行
政
が
一
つ

と
な
り
、
地
域
を
支
え
合

い
、
と
も
に
地
域
サ
ー
ビ

ス
を
支
え
合
う
協
働
の
ま

ち
を
築
き
挙
げ
て
い
く
こ

と
に
期
待
す
る
。

▽
財
政
健
全
化
指
標

昨
年
と
同
様
に
財
政
の

健
全
化
が
保
た
れ
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
状
況
を
維

持
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

代
表
監
査
委
員

三
上
孝
八

監
査
委
員

下
沢
育
男

【
監
査
意
見
】

町
民
・
議
会
・
行
政
が
一
つ
と
な
り
、
地

域
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
合
う
協
働
の
ま
ち
を

▽４年度健全化判断比率・資金不足比率 （詳細は『広報はしかみ』10月号をご覧ください）
〇健全化判断比率　 実質赤字比率、連結実質赤字比率は黒字のため、比率はありません。実質公債費比率は

10.9％、将来負担比率はマイナスのため比率はありません。
〇資金不足比率　　 公共下水道事業特別会計、漁業集落排水事業特別会計ともに黒字のため資金不足はあり

ません。

■ 令和４年度　■ 令和３年度

48百万円
43百万円

49百万円
43百万円

13億35百万円
13億52百万円

13億78百万円
13億71百万円

2億72百万円
3億26百万円

2億79百万円
3億29百万円

1億64百万円
1億49百万円

1億71百万円
1億56百万円

14億99百万円
15億51百万円

15億68百万円
16億19百万円

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

後期高齢者医療特別会計
〇総務費が減額だが、保健事業

費等が増額となり、歳出増額

公共下水道事業特別会計
〇施設管理費等が増額だが、公

共下水道事業費等が減額とな
り、歳出減額

介護保険特別会計
〇地域支援事業費等が増額だが、

保険給付費等が減額となり、
歳出減額

漁業集落排水事業特別会計
〇総務費、施設管理費の増額に

より、歳出増額

国民健康保険特別会計
〇歳入の財源不足等による法定

外の繰入は、７年連続０円
〇国民健康保険事業費納付金等

の減額により、歳出減額

特別会計　歳入歳出決算額〈前年度比〉

被保険者数、区域内加入率は、令和５年
３月末。( )内は前年度比。

≪被保険者数 2,897人≫
（233人減）

≪被保険者数 2,897人≫
（233人減）

≪区域内加入率 87.0％≫
（0.1ポイント増）

≪区域内加入率 87.0％≫
（0.1ポイント増）

≪第1号被保険者数 4,468人≫
（45人増）

≪第1号被保険者数 4,468人≫
（45人増）

≪区域内加入率 63.9％≫
（2.4ポイント増）

≪区域内加入率 63.9％≫
（2.4ポイント増）

≪被保険者数 2,142人≫
（92人増）

≪被保険者数 2,142人≫
（92人増）
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石岡 れい子 氏岩 谷 悦 子 氏

９ 月 定 例 会

■ 小松　雅彦 議員　　６ページ

１　旧小舟渡小学校の活用について
２　階上町立小中学校統合について

■ 渡部　髙明　　８ページ

１　階上町の地域コミュニティづくりの
現状と今後への姿勢について

２　階上町の観光振興についての現状と
今後の取り組みについて■ 大下　修 議員　　７ページ

１　小学校児童用机・椅子600セット、
30,184千円の物品購入について

２　ふるさと応援寄附金推進事業について
３　電力・ガス・食料品等価格高騰重点

支援地方交付金を活用した町独自支
援事業について

一般質問 第４回定例会では３議員が一般質問をしました。その内容を要約して掲載します。

一
般
会
計

補
正
予
算 新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

４
１
８
２
万
２
千
円

１
億
４
６
０
６
万
１
千
円
を
増
額
補
正

▽
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

１
億
４
６
０
６
万
１
千
円

を
増
額
補
正
し
、
予
算
総
額

を
57
億
９
０
９
３
万
６
千
円

と
す
る
。

︻
歳
出
の
主
な
も
の
︼
業
務

可
視
化
・
業
務
フ
ロ
ー
作
成

業
務
委
託
料
４
９
９
万
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
４
１
８
２
万
２
千
円
、

第
５
分
団
屯
所
移
転
新
築
３

８
７
万
７
千
円
等
。

▽
５
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

６
９
０
万
３
千
円
を
増
額

補
正
し
、
予
算
総
額
を
15
億

１
５
２
３
万
円
と
す
る
。

▽
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

２
６
５
１
万
３
千
円
を
増

額
補
正
し
、
予
算
総
額
を
14

億
２
４
５
２
万
３
千
円
と
す

る
。

▽
５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

６
４
５
万
７
千
円
を
増
額

補
正
し
、
予
算
総
額
を
１
億

７
２
２
８
万
円
と
す
る
。

■
条
例
の
一
部
改
正

▽
階
上
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
基
づ
き
、
個
人

番
号
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
事
務
を
追
加
す
る
た
め

の
一
部
改
正
。

■
そ
の
他

▽
階
上
町
教
育
委
員
会
の
委

員
に
任
命
す
る
者
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

１
人
の
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
石
岡
れ
い
子
氏
の

任
命
に
同
意
。
︵
再
任
︶

▽
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

に
推
薦
す
る
者
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て１
人
の
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
岩
谷
悦
子
氏
の
推

薦
に
同
意
。︵
再
推
薦
。
法

務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
は
、
１

月
１
日
か
ら
の
予
定
で
す
。︶

秋開始
接種

★質問内容については、見やすい分かりやすい編集にしまし
たので、通告内容と順番が異なっている場合があります。
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いちご煮祭りの様子

いちご煮祭り駐車場の様子

旧
小
舟
渡
小
学

校
の
活
用
方
法
を

巡
っ
て
、
企
業
誘
致
を
進
め

て
い
る
が
、
果
た
し
て
そ
れ

で
い
い
の
か
。
一
度
譲
渡
す

る
と
、
町
は
干
渉
で
き
な
く

な
り
、
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

い
ち
ご
煮
祭
り
の
継
続
が
出

来
な
く
な
る
と
思
う
。
ま
た
、

事
業
が
失
敗
し
た
と
き
に
は
、

負
の
財
産
だ
け
が
残
さ
れ
る

心
配
も
あ
る
。
公
共
施
設
と

し
て
維
持
管
理
し
、
知
恵
を

出
し
合
っ
て
有
効
活
用
す
る

べ
き
と
思
う
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
　
　
町
長

旧
小
舟
渡
小
学
校
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
は
、
地
元
と

協
議
の
結
果
、
民
間
企
業
の

誘
致
を
進
め
て
欲
し
い
と
の

意
見
を
尊
重
し
、
企
業
誘
致

を
進
め
て
い
る
。
３
年
間
の

賃
料
を
、
無
償
を
含
む
企
業

の
提
案
型
と
し
て
実
施
。
３

年
後
の
経
営
状
態
が
良
好
の

場
合
、
無
償
譲
渡
す
る
。
今

年
度
も
再
募
集
す
る
。
今
後

に
お
い
て
も
、
地
元
の
意
見

を
尊
重
し
、
地
域
貢
献
の
視

点
に
立
っ
た
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

問
①

答
①

小 松 雅 彦 議員

跡
地
を
、
例
え

ば
、
商
工
会
、
観

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
関
係

団
体
を
中
心
と
し
て
、
指
定

管
理
の
形
で
町
の
産
業
、
観

光
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る

の
は
ど
う
か
。
ハ
ー
ド
面
は

町
が
、
ソ
フ
ト
面
は
商
工
会

な
ど
関
係
機
関
が
中
心
と

な
っ
て
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
　
総
合
政
策
課
長

活
用
方
法
は
地
元
と
協
議

を
し
、
決
定
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
く
受
け

止
め
、
地
元
の
意
見
が
尊
重

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
例

え
ば
商
工
会
が
中
心
と
な
っ

て
応
募
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

受
付
可
能
。

問
②

答
②

旧小舟渡小学校を公共施設とし
て維持管理し、有効活用を

〔町長〕�地元の意見を尊重し、地域貢献の
視点に立った有効活用を図りたい

階
上
町
立
小
中
学
校
を
各
１
校
に
統
合
す

る
考
え
は

〔
教
育
長
〕
学
習
環
境
を
最
優
先
に
考
え
、
総
合
的
か

つ
柔
軟
性
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い

学
校
は
、
学
力

の
向
上
だ
け
で
な

く
、
集
団
の
中
で
多
様
な
価

値
観
に
触
れ
、
社
会
性
を
身

に
着
け
る
場
所
で
も
あ
り
、

学
校
の
規
模
が
小
さ
く
な
る

と
、
十
分
な
教
育
環
境
を
提

供
で
き
な
く
な
る
可
能
性
も

あ
る
。
ま
た
、
部
活
動
な
ど

は
、
児
童
生
徒
の
減
少
に
加

え
、
た
く
さ
ん
の
種
目
の
活

動
が
な
さ
れ
、
各
校
１
校
で

は
、
メ
ン
バ
ー
を
集
め
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
問

題
を
抱
え
る
中
で
も
、
児
童

生
徒
が
楽
し
く
、
健
や
か
に

切
磋
琢
磨
し
て
、
勉
強
や
好

き
な
部
活
動
に
励
み
、
心
も

問
①

体
も
豊
か
に
成
長
し
て
い
く

環
境
を
整
え
る
た
め
に
も
、

小
中
学
校
は
各
１
校
に
統
合

し
て
は
ど
う
か
。
町
の
考
え

を
伺
う
。

　
　
　
　
教
育
長

中
学
校
は
、
令
和
６
年
度

か
ら
中
学
校
再
編
の
検
討
を

し
て
い
く
予
定
。
小
学
校
は
、

階
上
小
学
校
保
護
者
と
の
意

見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
部
活

動
等
の
あ
り
方
も
含
め
、
児

童
生
徒
数
の
見
通
し
を
注
視

し
、
子
供
た
ち
の
最
適
な
学

習
環
境
を
最
優
先
に
考
え
、

保
護
者
・
地
域
の
方
々
の
声

答
①

を
聴
き
、
総
合
的
、
か
つ
、

柔
軟
性
を
持
っ
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

統
合
に
は
時
間

が
か
か
る
。
教
育

委
員
会
主
導
で
強
く
前
向
き

に
進
め
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
教
育
課
長

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
1
校
へ

の
統
合
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
町
の
学
校
適
正
規
模

及
び
適
正
配
置
の
考
え
方
を

踏
ま
え
、
今
後
の
児
童
数
の

見
通
し
を
注
視
し
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
の
声
を
聴
き

な
が
ら
、
必
要
か
つ
適
正
な

時
期
に
検
討

し
、
計
画
に

取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
②

答
②

地
元
の
方
や
関

係
機
関
等
と
意
見

交
換
を
し
、
県
や
国
に
必
要

な
補
助
や
補
助
金
制
度
を
お

願
い
し
、
町
が
中
心
と
な
っ

て
施
策
を
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。
こ
の
際
公
募
を
取
り

問
③

下
げ
る
か
、
延
期
し
て
、
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
意
見
を

聞
い
て
み
て
は
い
か
が
か
。

　
　
　
　
総
合
政
策
課
長

旧
小
舟
渡
小
学
校
の
企
業

誘
致
に
つ
い
て
は
、
地
元
か

答
③

ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
基
に

条
例
改
正
を
し
、
募
集
し
進

め
て
き
て
い
る
。
地
元
の
意

見
を
尊
重
す
る
理
由
は
、
他

の
閉
校
さ
れ
た
学
校
と
同
じ

対
応
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
。
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町
独
自
支
援
事

業
９
３
２
６
万
８

千
円
の
事
業
費
が
、
全
て
事

業
者
だ
け
へ
の
支
援
と
な
っ

て
い
る
。
生
活
者
と
事
業
者

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
支
援

が
大
事
で
あ
る
。
事
業
者
や

指
定
管
理
者
に
偏
っ
た
支
援

を
行
う
理
由
、
生
活
者
・
納

税
者
に
支
援
し
な
い
理
由
を

伺
う
。

　
　
　
　
町
長

令
和
４
年
度
に
町
民
一
人

当
た
り
１
万
円
の
商
品
券
を
、

国
の
交
付
金
に
加
え
て
、
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
、

町
民
支
援
を
優
先
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
５
年
度
は
、
国

の
交
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
、

制
限
が
厳
し
く
な
り
、
生
活

問
①

答
①

大 下 　 修 議員

困
窮
者
を
対
象
と
す
る
事
業

の
み
が
対
象
と
さ
れ
た
こ
と

や
、
昨
年
度
町
民
へ
の
支
援

を
優
先
し
、
事
業
者
へ
の
支

援
を
実
施
し
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

５
年
度
は
事
業
者
へ
の
支
援

を
実
施
す
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
限
り

あ
る
財
源
を
有
効
に
活
用
し

な
が
ら
、
健
全
な
財
政
運
営

を
堅
持
し
、
町
民
の
負
託
に

答
え
た
い
。

町独自支援事業を、事業者等に
偏って行う理由は？

〔町長〕�昨年度、町民への支援を優先し、
事業者への支援を実施しなかっ
たことなどを総合的に判断

町
内
全
児
童
用
机
・
椅
子
購
入
の
県
の
財

源
の
名
称
は
？

当
町
か
ら
他
市
町
村
へ
ふ
る
さ
と
納
税
し

た
件
数
と
金
額
は
？

〔
教
育
長
〕
名
称
は
、
青
森
県
元
気
な
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
費
補
助
金

〔
町
長
〕
２
５
４
人
で
１
，１
７
９
万
１
千
円

机
・
椅
子
の
購

入
金
額
３
０
１
８

万
４
千
円
の
予
算
の
内
、
当

初
予
算
で
は
県
の
補
助
金

１
千
万
円
と
あ
る
が
、
そ
の

歳
入
項
目
の
具
体
的
な
名
称

を
伺
う
。

問
①

ふ
る
さ
と
納
税

は
、
地
方
が
自
ら

財
源
を
確
保
し
、
様
々
な
施

策
を
実
現
す
る
の
に
有
効
な

手
段
で
あ
る
。
財
源
の
乏
し

い
当
町
に
と
っ
て
重
要
な
施

策
で
あ
る
と
考
え
る
。

令
和
４
年
度
に
当
町
に
ふ

る
さ
と
納
税
し
て
頂
い
た
方

の
金
額
は
１
２
０
８
万
６
千

円
と
な
っ
て
い
る
。
当
町
か

ら
他
市
町
村
へ
納
税
し
た
方

問
①

　
　
　
　
教
育
長

「
青
森
県
元
気
な
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
費
補
助
金
」

で
あ
る
。

答
①

の
件
数
と
金
額
を
伺
う
。

次
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

利
用
し
て
寄
附
を
行
っ
て
い

る
方
の
割
合
を
伺
う
。
ま
た
、

リ
ピ
ー
タ
ー
率
な
ど
を
知
る

こ
と
と
理
解
す
る
こ
と
は
、

現
状
の
把
握
、
今
後
を
図
る

上
で
大
切
だ
と
考
え
る
の
で
、

確
認
し
た
い
。

私
が
県
に
行
っ

て
調
べ
て
聞
い
て

き
た
と
こ
ろ
、
県
の
補
助
金

は
出
な
い
こ
と
と
な
っ
た
は

ず
だ
が
、
令
和
５
年
度
ま
で

出
る
の
か
確
認
し
た
い
。

　
　
　
　
総
合
政
策
課
長

申
請
段
階
で
は
対
象
に
な

る
と
い
う
回
答
で
申
請
し
た

が
、
途
中
で
机
と
椅
子
は
町

が
や
る
も
の
と
し
て
対
象
に

な
ら
な
い
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。

問
②

答
②

　
　
　
　
町
長

当
町
か
ら
他
自
治
体
へ
ふ

る
さ
と
納
税
を
行
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
調
査

し
て
い
る
基
礎
単
位
が
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
分
を
含
ん

だ
も
の
に
な
る
。
そ
の
調
査

に
基
づ
く
と
、
令
和
４
年
度

の
人
数
は
、
２
５
４
人
で
、

金
額
は
１
１
７
９
万
１
千
円
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
寄
附
を
行
っ
て
い
る
方

は
、
４
年
度
の
実
績
、
寄
附

件
数
は
９
６
６
件
、
寄
付
金

額
は
１
２
０
８
万
６
千
円
の

内
、
利
用
寄
附
件
数
９
６
３

答
①

件
、
利
用
寄
付
金
額
は
１
１

９
９
万
円
と
な
っ
て
お
り
全

体
の
99
％
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
、
過
去
３

年
間
に
、
２
件
以
上
ふ
る
さ

と
納
税
し
た
件
数
を
基
礎
と

し
て
推
計
し
た
場
合
、
お
お

よ
そ
50
％
程
度
に
な
る
。

令和４年度実施の暮らし応援商品券



（８）　 はしかみ議会だより　No.55

協働のまちづくり計画書

オートキャンプ場の様子

町
の
魚
ア
ブ
ラ
メ

安
心
・
安
全
な

生
活
に
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
重

要
。
町
の
住
民
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
た
め
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
現
状

と
、
今
後
の
姿
勢
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
町
長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
は
重
要
と
考
え
る
。
町
で

は
、「
階
上
町
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」
を
制
定
し
、

町
内
全
19
行
政
区
で
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
地
区
計
画
」

を
策
定
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
現
在
、
こ
の
地
区
計
画

は
、
第
２
次
を
迎
え
て
お
り
、

町
民
と
町
が
一
体
と
な
っ
た

問
①

答
①

渡 部 髙 明 議員

地
区
計
画
を
進
め
る
こ
と
が
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

に
繋
が
る
と
考
え
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
の
核

と
な
る
地
区
集
会
所
の
利
用

頻
度
が
低
い
と
感
じ
た
が
、

柔
軟
な
活
用
が
で
き
な
い
も

の
か
。
ま
た
、
運
営
方
法
に

つ
い
て
、
改
善
の
余
地
は
な

い
か
。
さ
ら
に
集
会
所
の
改

築
・
新
築
並
び
に
内
部
設
備

の
充
実
に
つ
い
て
の
計
画
を

伺
う
。

　
　
　
　
総
合
政
策
課
長

集
会
所
は
８
か
所
あ
り
、

指
定
管
理
制
度
に
よ
り
、
行

政
区
長
に
管
理
運
営
を
お
願

い
し
て
い
る
。
利
用
促
進
に

関
す
る
意
見
も
含
め
、
区
長

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
地
域

住
民
が
利
用
し
や
す
い
運
営

に
努
め
た
い
。
改
築
・
新

築
・
内
部
設
備
の
充
実
に
つ

い
て
は
、「
公
共
施
設
等
個

別
施
設
計
画
」
に
基
づ
き
計

画
的
に
整
備
を
行
い
、
内
部

設
備
は
、
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
整
備
を
図
っ
て
い
き
た

い
。 問

②
答
②

地域コミュニティづくりへの
今後の姿勢は

〔町長〕�地区計画を進めていくこと
が、コミュニティの醸成につ
ながっていくと考える

町
の
観
光
の
産
業
化
を
進
め
る
気
持
ち
は

〔
町
長
〕
町
の
魚
ア
ブ
ラ
メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

り
、
新
た
な
産
業
化
に
つ
な
げ
た
い

観
光
を
町
の
発

展
に
連
動
さ
せ
る

に
は
、
観
光
の
産
業
化
が
必

要
と
な
る
。
町
の
観
光
の
産

業
化
を
積
極
的
に
進
め
る
気

持
ち
が
あ
る
か
。
と
り
わ
け

宿
泊
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
　
　
町
長

本
町
は
多
く
の
観
光
資
源

を
有
し
て
お
り
、
様
々
な
形

で
町
内
外
に
、
魅
力
を
発
信

し
て
き
た
。
町
の
魚
ア
ブ
ラ

メ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、

新
た
な
産
業
化
に
つ
な
げ
た

く
、
関
係
機
関
と
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
、
進
め
て
い

る
。
以
前
よ
り
宿
泊
施
設
を

望
む
声
が
あ
る
が
、
整
備
に

は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
多
い
。
観
光
客
の

ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
、
宿

泊
施
設
の
必
要
性
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
①

答
①

産
業
の
観
光
化
、

す
な
わ
ち
、
お
金

を
使
っ
て
い
た
だ
く
施
設
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
現
在
、

階
上
町
に
観
光
客
向
け
の
宿

泊
施
設
が
あ
る
の
か
な
い
の

か
、
あ
る
と
す
れ
ば
ど
れ
ぐ

ら
い
の
数
、
規
模
か
。
こ
れ

ま
で
本
格
的
な
宿
泊
施
設
が

で
き
な
か
っ
た
経
緯
や
、
行

政
に
お
い
て
今
後
そ
の
よ
う

な
計
画
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　
産
業
振
興
課
長

観
光
客
向
け
の
宿
泊
施
設

は
、
農
家
民
泊
２
軒
と
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
11
区
画
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
宿
泊
施
設
が

で
き
な
か
っ
た
経
緯
は
、
整

備
に
は
立
地
場
所
、
施
設
規

模
、
経
営
体
制
な
ど
に
加
え
、

環
境
へ
の
配
慮
な
ど
と
い
っ

た
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
多
か
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
今
後
は
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
制
度
を
活
用

問
②

答
②

し
農
家
民
泊
等
を
増
や
す
取

り
組
み
を
行
い
、
都
市
と
の

交
流
人
口
の
増
加
や
、
観
光

の
産
業
化
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。
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　10月10・11日の2日間にわたり、教育民生常任委員と教育委員による
学校視察が行われました。
　各学校を一巡し、授業の様子や校内環境を視察。また、学校運営方針や
学校施設の状況などの説明を受けました。

１日目　10月10日(火) ２日目　10月11日(水)

委員会活動 教育民生常任委員会

町内学校視察

道
仏
小
学
校

道
仏
中
学
校

階
上
中
学
校

石
鉢
小
学
校

階
上
小
学
校

赤
保
内
小
学
校

（児童・生徒数は、５月１日現在。学級数には特別支援を含む。 【　】は今年度の主な学校目標。 〈　〉は各学校の主な取組。

玄関に設置している一輪車

１年生　理科の授業

２年生　数学の授業

４年生　理科の授業

６年生　算数の授業

４年生　算数の授業

児童数：91人、８学級
【相手のことを考えた言葉遣いができる子
の育成】
〈運動に目を向ける仕組として、運動用具をす
ぐ手に取れる工夫をしている。縦割り班による
全学年での清掃や遊びの交流も盛ん。〉

生徒数：47人、５学級
【夢や希望をもち、主体的に学習し続ける
生徒の育成】
〈学びの振り返りを、次の学びに生かす授業づ
くりに取り組む。体験活動、小中連携による授
業など地域協働の推進。〉

生徒数：205人、10学級
【分かるまで工夫しながら学び続ける生徒】
〈仲間とともに良いものを作り上げるための活
動に積極的に取り組む。数学、英語において少
人数指導等を柔軟に推進。〉

児童数：208人、10学級
【自分や周りを大切にしながら正しく判断・
実行する意識や実践力の育成】
〈授業に集中し、学ぶ楽しさを感じ、学力向上
を目指す。学校でなければ味わえない楽しさを
味わう。〉

児童数：11人、４学級
【相手を意識した伝え合いの育成】

〈コーディネーショントレーニングで総合的な
体力作りに取り組む。タブレットを活用しての、
新しい授業づくりの推進。〉

児童数：219人、11学級
【学び合う力とコミュニケーション力の向上】
〈ユニバーサルデザイン（授業に集中できる環
境）に取り組む。駒踊りなど縦割り班活動によ
るコミュニケーション能力の育成。〉
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ハマの駅あるでぃ～ば

ハートフルプラザ・はしかみ

ア
ブ
ラ
メ
の
放
流
の
様
子

◆
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・
は
し
か
み

指
定
管
理
委
託
料

　
　

１
４
７
万
円
の
増
額
の
理
由
は
。

　
　

介
護
福
祉
課
長

４
年
度
か
ら

8
年
度
ま
で
、
再
度
指
定
を
行
う
際

に
、
施
設
管
理
維
持
費
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
な
っ
た
結
果
、
物
価
高
騰

の
影
響
も
あ
り
経
費
が
増
額
と
な
っ

た
。

問答

◆
は
し
か
み
ハ
マ
の
駅
あ
る
で
ぃ

〜
ば
の
自
動
車
借
上
料

　
　

リ
ー
ス
よ
り
も
購
入
し
た
方

が
い
い
と
思
う
が
、
今
後
も
リ
ー

ス
を
継
続
す
る
の
か
。

　
　

産
業
振
興
課
長

リ
ー
ス
契

約
は
４
年
度
で
満
了
し
、
そ
の

後
は
再
リ
ー
ス
契
約
を
行
わ
ず
、

リ
ー
ス
期
間
を
終
了
し
た
車
を
あ

る
で
ぃ
~
ば
で
購
入
し
て
使
用
し

て
い
る
。

問答

　
　
小
坂
正
年
議
員

◆
階
上
ア
ブ
ラ
メ
ブ
ラ
ン
ド
化
推

進
事
業
費

　
　

成
分
分
析
委
託
料
の
内
容
、

委
託
先
、
そ
の
結
果
は
。
ま
た
、

分
析
結
果
を
活
用
し
た
今
後
の
方

向
性
は
。

　
　

産
業
振
興
課
長

内
容
は
、

階
上
沖
の
天
然
ア
ブ
ラ
メ
と
水
産

高
校
の
養
殖
ア
ブ
ラ
メ
の
成
分
に

違
い
が
あ
る
か
。
ま
た
、
養
殖
ア

ブ
ラ
メ
の
成
分
の
安
定
性
に
つ
い

て
分
析
。
委
託
先
は
青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
食
品
総
合
研
究

所
。
結
果
は
、
時
期
に
よ
る
違
い

は
あ
る
が
、
養
殖
も
天
然
と
遜
色

な
い
成
分
含
量
で
あ
っ
た
。
今
後

は
、
資
源
確
保
を
中
心
に
、
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
た
観
光
資
源
開
発
を

実
施
し
て
い
く
予
定
。

問答

◆
安
全
安
心
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
費
補
助
金

　
　

減
額
補
正
に
よ
り
28
万
円
の

実
績
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
事

業
内
容
と
、
当
初
の
予
定
件
数
、

実
際
の
件
数
は
。
ま
た
、
今
後
の

事
業
の
方
向
性
は
。

　
　

建
設
課
長

町
内
事
業
者
を

利
用
し
た
耐
震
改
修
と
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
の
性
能
の
向
上
に
係

る
工
事
を
し
た
場
合
に
一
部
を
補

助
す
る
。
耐
震
改
修
は
予
定
１
件

に
対
し
実
績
ゼ
ロ
、
性
能
向
上
は

予
定
３
件
に
対
し
実
績
２
件
。
未

だ
耐
震
改
修
等
、
十
分
で
は
な
い

の
で
、
今
後
も
事
業
の
継
続
は
必

要
と
考
え
る
。

問答

質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
大
下

修
議
員

◆
決
算
書
へ
の
町
債
残
高
の
未
記
載

　
　

決
算
書
に
町
債
残
高
が
未
記
載

で
あ
る
が
適
切
か
。

　
　

会
計
管
理
者

決
算
書
の
様
式

に
つ
い
て
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る

様
式
を
基
準
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
当
町
に
お
い
て
も
法
に
基
づ
き

決
算
書
を
作
成
し
て
い
る
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
の
町
債
残
高

　
　

今
後
の
下
水
道
事
業
の
町
債
残

高
の
見
通
し
と
借
入
金
返
済
の
財
源

は
。

　
　

建
設
課
長

残
高
の
返
済
は
、

受
益
者
負
担
金
及
び
主
に
一
般
会
計

繰
入
金
で
対
応
し
て
い
る
。
今
後
の

見
通
し
は
、
令
和
４
年
度
に
作
成
し

た
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
を
基
に
進

め
て
い
く
予
定
。

問答問答
令
和
４
年
度
決
算
の
認
定

第
４
回
定
例
会
の
議
案
の
中
か

ら
、
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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クマ捕獲用箱罠

　
　
熊
谷
道
雄
議
員

◆
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業
費

　
　

ク
マ
捕
獲
用
箱
罠
は
ど
の
よ
う

な
仕
様
か
。
購
入
台
数
は
。
ま
た
、

利
用
状
況
と
、
設
置
す
る
条
件
は
あ

る
の
か
。

　
　

産
業
振
興
課
長

箱
罠
は
直
径

65
㎝
、
全
長
１
ｍ
87
㎝
の
筒
状
。
重

量
80
㎏
程
度
の
鉄
製
で
、
２
台
購
入

し
た
。
利
用
状
況
は
、
ク
マ
の
出
没

情
報
が
あ
っ
た
場
所
に
設
置
し
て
お

り
、
今
年
度
は
道
仏
追
立
窪
と
法
師

窪
に
１
基
ず
つ
設
置
し
た
。
ま
た
現

在
は
イ
ノ
シ
シ
用
と
し
て
も
利
用
し

て
い
る
。
設
置
は
、
猟
友
会
で
、
現

場
の
状
況
を
確
認
し
、
設
置
の
判
断

を
す
る
。

問答

　
　
下
沢
育
男
議
員

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

　
　

春
接
種
の
対
象
者
、
実
績
は
。

秋
接
種
の
対
象
者
と
接
種
方
法
、
場

所
、
時
期
は
。
接
種
料
金
の
自
己
負

担
は
。
子
ど
も
の
接
種
可
能
年
齢
は

何
歳
か
ら
か
。

　
　

す
こ
や
か
健
康
課
長

春
接
種

は
高
齢
者
と
基
礎
疾
患
を
有
す
る

者
、
医
療
、
介
護
従
事
者
等
で
、
８

月
末
時
点
で
個
別
接
種
が
１
９
８
１

人
、
集
団
接
種
が
１
３
０
９
人
。
秋

接
種
は
初
回
接
種
終
了
者
が
対
象

問答

で
、
９
月
20
日
か
ら
開
始
。
接
種

料
は
一
人
１
回
無
料
で
受
け
ら

れ
、
子
ど
も
は
生
後
６
か
月
か
ら

接
種
可
能
。

番号 支払区分 支払月日 支 払 内 容 支出金額

1 会　費 10月 7 日 第34回巨木を語ろう全国フォーラム
青森・階上大会交流会費 6,000円

2 会　費 10月 8 日 町消防団第１分団結成100周年記念祝
賀会 7,000円

1 祝　金 9 月17日 令和５年度青森県知事顕彰伝達式並び
に町敬老祝金 3,000円

【お知らせ】
　９月定例会において、６月定例
会での発言の訂正の申し出があり
ました。これにより、はしかみ議
会だより№54の内容が以下のよう
になりますので、お知らせいたし
ます。
6p（２段目）産業振興課長の答
・4400万円→4810万円
・3757万１千円→3347万円１千円
・47%→41%

議会改革　～議会基本条例制定に向けて～
【議員研修会】　令和５年８月２日
講師　青森大学社会学部教授　佐藤　淳 氏
演題　議会基本条例の意義と作成時のポイント
　役場第２会議室で開催。議員14人が参加し、
グループワークやカードを用いての研修で、議員間での考え・意見の共有
をし、議会改革の必要性を再確認した。

５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
大
江
和
夫
議
員

◆
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
費

　
　

２
２
７
０
万
円
の
不
用
額
の
内

訳
は
。

　
　

介
護
福
祉
課
長

３
年
度
給
付

金
の
対
象
を
１
７
４
０
世
帯
と
見
込

み
、
１
３
８
２
世
帯
へ
支
給
。
残
り

の
３
５
８
世
帯
分
を
４
年
度
に
繰
り

越
し
た
。
そ
の
３
５
８
世
帯
の
内
、

未
申
請
２
２
７
世
帯
分
、
２
２
７
０

万
円
が
不
用
額
と
な
っ
た
。

問答

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　
大
下

修
議
員

◆
出
産
育
児
一
時
金

　
　

出
産
育
児
一
時
金
の
補
正
額

の
財
源
の
、
特
定
財
源
の
そ
の
他

の
財
源
は
何
か
。
ま
た
こ
の
補
正

額
は
何
人
で
、
い
く
ら
の
支
給
額

か
。

　
　

す
こ
や
か
健
康
課
長

そ
の

他
の
財
源
は
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
、
全
額
地
方
交
付
税
か

ら
措
置
さ
れ
た
も
の
。
補
正
額
は

４
年
度
２
件
分
、
82
万
８
千
円
、

５
年
度
６
件
分
、
３
０
０
万
円
。

な
お
、
支
給
額
の
上
限
は
42
万
円

か
ら
、
50
万
円
へ
改
正
さ
れ
て
い

る
。

問答
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議会傍聴者数
（延べ人数）

・第４回定例会
　（令和５年９月）
９月５日 (４人)
９月７日 (18人)
９月８日 (５人)

８　月
２日　議員研修会
23日　八戸・久慈自動車道建設促進期成同

盟会要望活動（青森）
29日　議会運営委員会
30日　町国保運営協議会
31日　町村議会広報研修会

９　月
１日　県民駅伝大会結団式
５日　第４回定例会本会議
５日　議員全員協議会
６日　町老人スポーツ大会
７日　第４回定例会本会議
８日　第４回定例会本会議
10日　町消防操法大会
14日　町小学生防犯弁論大会
17日　青森県知事顕彰伝達式並びに町敬老

祝金贈呈式
20日　八戸地域広域市町村圏事務組合議員

全員協議会

21日　VISITはちのへ×八戸商工会議所開
催インバウンドセミナー

24日　町民運動会
28日　岩手・青森県境交通安全推進大会
29日　八戸地域広域市町村圏事務組合議会

定例会

10　月
６日　議会だより編集委員会
７日　第34回巨木を語ろう全国フォーラム

青森・階上大会
８日　町消防団第１分団結成100周年記念

祝賀会
10日　教育民生常任委員会学校視察(～11日)
12日　国民スポーツ大会実行委員会
13日　町表彰審議会
16日　議員全員協議会
20日　議会だより編集委員会
20日　郡議長会臨時総会
23日　県外視察研修
26日　県議長会正副議長・事務局長研修会
27日　議会だより編集委員会
28日　町戦没者追悼式
29日　畑中弘實氏旭日双光章受章祝賀会

◆講師　議会広報サポーター
　　　　　芳野　政明 氏

◆講演　⑴住民に読まれ、伝わり、議会の見える化へ
　　　　⑵町村議会広報クリニック

　８月31日、青森市で開催さ
れた「県議長会町村議会広報
研修会」に、議員５名が参加。

議会活動

発行／青森県階上町議会　〒039－1201 青森県三戸郡階上町大字道仏字天当平 1－87　年４回発行　令和5年11月10日発行
編集／議会だより編集委員会　☎ 0178－88－2369（直通） FAX 0178－88－2117　URL https://www.town.hashikami.lg.jp

はしかみ議会だよりは 4,500 部作成し、印刷経費は 71.2 円/部です。

　恐竜出現‼しかも 11 頭‼そして激しい
バトルに‼…久し振りに楽しい秋晴れの運
動会でした。この御時世、何が起こるかわ
かりませんが、まずは階上パワーで新型コ
ロナやインフルエンザウイルスを跳ね飛ば
し、穏やかな、明るい新年を迎えたいもの
です。　　　　　　　　（森、下沢、中島）

議会を傍聴しませんか

議会の傍聴は､受付票に住所・氏名等を記載し、
受付箱に投函するだけで､どなたでも傍聴できます。

議会だより編集委員会
◇今月号の編集委員（３人)
　・森　　榮吉 議員（総務財政）
　・下沢　育男 議員（教育民生）
　・中島　孝一 議員（産業建設）




